
























































































































































































































































































ていることなど、墓中の人は知らないだろう」と、作者が墓前に立つ様子を描くことで、埋葬後の様子を示している。沈佺期の歌も、作者が墓前に立っているという視点から、 「墓場の夜が明ける頃、塚に立つ雲が愁え ともに涌き起こるのを見よ とは思
わなかった」という結句になっている。このように墓の様子を描写することで埋葬が終わったことを表している。遺骸が完全に収められてしまうことが、墓前に立つ人に人の死を改めて実感させるのだろう。墓地の寂寞とした様子は、身近な人を亡くした時残された人間が感じる喪失感をも表している。　
初唐では葬礼のプロセスを一貫して描写する挽歌は少なくな











































































































































































































































































自失した心情を表現している。第一 は蘇氏の死を描写しており、第二首の一・二句は楽府「薤露」 「蒿里」を下敷きにして、蘇氏の死とそ 命の儚さを嘆く。七句の「容車」は、 者を乗せる飾りを付けた車 こと。 「賓客たるあなたが乗る車 夜明け
を待って出発してしまい、もう決して帰って来ることはないのだ」と、出棺を描写している。 『文苑英華』に採られてい 第三首では、白い喪服の人々が見送る中、墓道が閉じられ、埋葬が終わって柩車が帰る。故人の部屋には平生着用していた衣服がまつられ、新しい墓地には大きな木が植えられる。　
第一首では蘇氏の死を、第二首では出棺を、第三首では埋葬か




く挽歌は見られなかった。部分的に取り上げられる葬礼の場面としては、隋末・初唐では埋葬、埋葬後の様子が多かったが、盛・中唐ではそれに加えて葬送の情景としての葬列の様子が多く描写されるようになった。葬列の様子を表すも としてしばしば用いられるのが、音楽の描写と旗の描写である。楽器も旗も葬送の際に必要なも で 葬列が進む時には太鼓や笛などが鳴らされ、死者の官位や姓名を記した旗 掲げられた。　
まずは音楽の描写に注目する。葬送で使われていた あろう
「簫」 「笳」 「笙」 「鼓」などの楽器が、詩の中で何度使用されていたのか時代ごとに数えてみると、　
初唐…「蕭」─四、 「笳」─一、 「笙」─一、 「鼓」─〇。
　
盛唐…「蕭」─一、 「笳」─三、 「笙」─〇、 「鼓」─〇。
　
中唐…「蕭」─九、 「笳」─七、 「笙」─〇、 「鼓」─二。




















































品も葬送の情景を描写している。咽び泣くような胡笳の音色は、人々の心にいっそうの悲しみと寂しさを催すに違いない。胡笳の音は、 「秋」 「風」 「咽」などの語と一緒に用いられることが多い。視覚以外の聴覚や温感などの五感にも訴えかける表現から連想される肌寒さや寂しさは、死者を送る人々の心情に近いものがあるのだろう。一つの決まった表現として定着 たと考えられる。　
旗の描写は初・盛唐には少なく、中唐になると多く見られるよ






































































































































　「太子太師徐公」とは、蕭嵩のことである。玄宗皇帝のもとで兵部尚書、尚書右丞相などを歴任し、太子太師を拝した。第一首では蕭嵩の優れた功績と徳業、大きな名声について言う。 「軒皇」は伝説上の帝王、黄帝軒轅氏のこと。 「風后」は、夢告に従って黄帝が探し出し宰相として登用した人物。 「傅説」は、殷の高宗に仕えた名宰相のこと。ここでは、風后 傅説がそれぞれの皇帝に仕えたことを、蕭嵩が玄宗に登用されたこ に喩えている。五・六句
は、私邸に退いた後に旧臣として遇されたことや、謁見の際に実名を呼ばれないと う栄誉を受けたことをいう。七・八句は、漢の留侯、張良の話を引 て「なぜあな は、あの張良のように長く生きることができなかったのか」という嘆きで締め括る。　
第二首は前四句で、蕭嵩が宰相として天子に仕え、剣を帯び、





















































































































すだけであるのに対し、白居易の挽歌はどうだろうか。二首目では「唯有夫人哭不休」と、人のいなくなった墓地でたった一人夫人だけが声をあげて泣き続けている。三首目に 「三歳遺孤新學行」とあり、残された子供はまだ三歳である。かぞえの といえば満年齢の二歳であり、その子供はやっと歩くことを覚えたばかりだというのである。白居易の挽歌に登場す 人物は、その悲しみ方やその人が置かれている状況などが細部まで描写されており、この挽歌に触れた人々は、まだあどけない子供と、夫を失った夫人の れ らの暮らしに思いを馳せずにはいられない。　
また、注目すべきはこの挽歌で使われる言葉の平易さだろう。




のか。白居易はこの「元相公挽歌三首」の他にも、 「德宗皇帝挽歌詞四首」 「昭德皇后挽歌詞」 「贈悼懷太子挽歌辭二首」などの歌を作っている。このうち「贈悼懷太子挽歌辭二首」と「開成大行皇帝挽 は、その題に〝奉詔撰進〟 〝奉敕撰進〟という語が見られる。これは、勅命を受けて挽歌を奉じたことを意味する。他の挽 製 者を挙げれば、唐 権徳輿につ て、後藤秋正氏は『唐代 哀傷文学
注８
』の中で、
「順宗至徳大安孝皇帝挽歌三首」の自注には、 「時に鹵簿使に充てらる」と言うように、元和元年（八〇六）七月、順宗を豊陵に葬るに際して、戸部侍郎に鹵簿使を兼ねたときに職責をもって制作したものである。彼の哀祭文は個人的な関係で撰述 依頼されたもの あっただろうが、職務上の必要に迫られて制作したものも多かったに違いない。
と述べている。この時代の挽歌は、自ら進んで製作したものもあっただろうが、特に身分の高い相手に対する挽歌は自発的に作られるもの けではなく、むしろ命令や依頼を受けて作のが多かったようだ。命令をうけて献上する挽歌は、そ 対象の身分 高さや、依頼主の期待に応える必要から、死者の賛美や修
辞性が強められていったのだと考えられる。　
白居易が製作した挽歌のうち、 「元相公挽歌三首」以外の挽歌
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